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（款）9 消防費　　　（項）1 消防費　　　（目）1 常備消防費　　　　　　　 （単位：円）

埼玉東部消防組合負 2,039,360,000 （目的）加須市、幸手市、白岡市、宮代町及び杉戸町と共同で運営することにより、消防力の充実や事務 342

担金事業（常備消防 　　　の効率化等を図ります。

費）

（消防防災課） （対象）埼玉東部消防組合

（手段）常備消防の運営経費負担金を支払いました。

（成果）消防力の充実や事務の効率化を図ることができました。

（款）9 消防費　　　（項）1 消防費　　　（目）2 非常備消防費　　　　　　　 （単位：円）

埼玉東部消防組合負 39,645,000 （目的）加須市、幸手市、白岡市、宮代町及び杉戸町と共同で運営することにより、消防力の充実や事務 342

担金事業（非常備消 　　　の効率化等を図ります。

防費）

（消防防災課） （対象）埼玉東部消防組合

（手段）非常備消防の運営経費負担金を支払いました。

（成果）消防力の充実や事務の効率化を図ることができました。

消防団活動事業 68,790,138 （目的）火災や災害の拡大を防止するため、消防団活動の円滑な推進を図ります。 344

（消防防災課）

（対象）消防団、災害時支援隊

（手段）消防団員等に報酬や報償金、出動手当等を支給し、被服類を貸与しました。また、消防団員の研

　　　修や健康診断を実施したほか、各種負担金や消防団運営交付金等を支出しました。

事 　業 　名
（所 　管　 課）

支　出　済　額 事　　　　　業　　　　　の　　　　　成　　　　　果
決算書の
ページ

事 　業 　名
（所 　管　 課）

支　出　済　額 事　　　　　業　　　　　の　　　　　成　　　　　果
決算書の
ページ



・消防団員の状況（H26.3.31現在） （単位：人）

・消防団出動状況 （単位：回、人）

※火災出動は、市外出動を含む。

※人数は延べ人数。また、回数は各分団・部単位での延べ回数。

・消防団員各種研修 （単位：人）

3 24 96 826

久喜 72 639 74

0 0 113 1,061菖蒲 13 82 31 260 10 105 59 614

鷲宮 12 85 25 164 8 83 48 470

663 20 259 120 1,251

回数 人数 回数 人数

5 6 68 141

36 241 322 3,053

火災出動 訓練出動 巡回広報 定期点検

団本部 21 38 42 97 - - - -

計 1 6 10 10 25 50 258 360

栗橋支団 - 1 2 2 6 12 62 85

4 4 10 20 103 143

鷲宮支団 - 1 2 2 4 8 38 55

延べ人数

18

21

2

2

場所

埼玉東部消防組合、埼玉県消防学校ほか

埼玉東部消防組合

埼玉県消防学校

埼玉県消防学校

団本部 1 1 - - - - 10 12

所属／階級

菖蒲支団 - 1 2 2 5 10 45 65

団長 副団長 分団長 副分団長 部長 班長 団員 計

久喜支団 - 2

警戒出動 計

栗橋 1 4 38 295 12 116 72 721 1 5 124 1,141

回数 人数 回数 人数 回数 人数 回数 人数
区分

45 276 723 6,222

消防団長等幹部研修会 1 別所沼会館

女性消防団員研修 3 埼玉県消防学校

計 119 848 210 1,479 50 563 299 3,056

消防団員幹部研修

研修内容

消防団員基礎教育研修

消防団員初級幹部研修

消防団員中級幹部研修

住宅用火災警報器設置推進指導員研修 2 埼玉県防災学習センター

消防団役員県外視察研修 43 甲府地区消防本部ほか
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・消防団会議 （単位：回、人）

・消防団員への被服貸与 5,820,088円

    被服が老朽化した消防団員に再貸与するとともに、新入団員に被服を貸与しました。

・消防団員健康診断 （単位：人、％）

菖蒲文化会館（アミーゴ）、鷲宮総合支所

市役所本庁舎、栗橋コミュニティセンター（くぷる）

・消防団運営交付金 （単位：円）

・災害時支援隊報償金 （単位：回、人、円）

（成果）消防団活動等の円滑な推進を図るとともに、火災等に対し適切に対応することができました。

正副団長会議 1 7

役員会議（全体） 6 132 団本部役員会議、部長以上会議

各支団役員会議 10 132

鷲宮支援隊

計 5 50 50,000

種別 回数 延べ人数 備考

受診人数 受診率 実施日・場所

217 60
H26.2.2（日）

H26.2.9（日）

区分 金額 件数 計

団本部 900,000 1 900,000

分団（3部制） 360,000 5 1,800,000

分団（2部制） 240,000 5 1,200,000

部 320,000 25 8,000,000

計 36 11,900,000

訓練回数 延べ参加人数 報償金区分

2 17 17,000

1 9 9,000

栗橋支援隊 2 24 24,000

久喜支援隊

決算書の
ページ

事 　業 　名
（所 　管　 課）

支　出　済　額 事　　　　　業　　　　　の　　　　　成　　　　　果



消防団施設管理事業 2,781,737 （目的）消防団器具置場の適切な維持管理を行います。 344

（消防防災課）

（対象）消防団器具置場

（手段）故障箇所の修繕や、浄化槽の保守点検等を行いました。

・器具置場管理 （単位：件、円）

器具置場修繕

一団化に伴う表示変更

・器具置場用地の借上げ 4箇所 512,317円

（成果）施設の適切な維持管理により、支障なく消防団活動を行うことができました。

消防団車両管理事業 4,996,122 （目的）消防団車両の適切な維持管理を行います。 344

（消防防災課）

（対象）消防団車両

（手段）ホース等の資機材の購入や故障箇所の修繕のほか、車検や損害保険等に係る事務を行いました。

・消防団車両管理 （単位：円）

車両消耗品 車両バッテリー7台分、投光器用コード、フォグランプ　等

車両修繕 タイヤ交換、車両表示変更25台、真空保持機能修繕　等

消防活動用備品 消防用ホース29本、自動車用消火器3本　等

（成果）車両の適切な維持管理により、支障なく消防団活動を行うことができました。

9 432,075 ホース乾燥塔、掲示板、雨どい、電気機器

53 694,155 器具置場シャッター、掲示板等

浄化槽法定検査手数料 2

区分 件数 事業費 備考

修繕料 62 1,126,230

10,000 久喜3-1、栗橋1-3

浄化槽保守点検業務 2 37,800 　　　〃

区分 事業費 内容

526,898

1,002,393

1,025,385
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消防団車両購入事業 65,228,000 （目的）消防団車両の経年劣化等に対応し、適切な車両配備を行います。 346

（消防防災課）

（対象）消防団

（手段）消防団車両の更新（買換え）を行いました。

・消防団車両購入 （単位：台、円）

（成果）車両の更新により、排ガス規制にも対応した適切な車両配備を行うことができました。

（款）9 消防費　　　（項）1 消防費　　　（目）3 消防施設費　　　　　　　 （単位：円）

消火栓整備事業 22,480,605 （目的）消火栓の新設・修理を行い、消防水利の充実強化を図ります。 346

（消防防災課）

（対象）消火栓

（手段）配水管布設替工事に伴う設置替えや不具合等による修理等を行いました。

　　　　設置及び修理の工事は水道事業管理者（水道施設課）に依頼し、負担金を支出しました。

・消火栓の維持管理 （単位：箇所、円）

設置・修理負担金

設置（設置替） 配水管布設替工事に伴う設置

修理 本体交換、消火栓ボックス嵩上げ、蓋枠の補修　等

路面のペイント標示

（成果）消火栓の適切な維持管理を図ることができました。

43 19,039,755

13 3,214,050

消火栓標示工事 35 226,800

久喜3-2、菖蒲2-2、栗橋1-1及び2-1

種別 台数 事業費

事 　業 　名
（所 　管　 課）

支　出　済　額 事　　　　　業　　　　　の　　　　　成　　　　　果
決算書の
ページ

事 　業 　名
（所 　管　 課）

支　出　済　額 事　　　　　業　　　　　の　　　　　成　　　　　果
決算書の
ページ

区分 箇所数 事業費 備考

56 22,253,805

配置先

ＣＤ－Ⅰ型消防ポンプ自動車 4 65,100,000



（款）9 消防費　　　（項）1 消防費　　　（目）4 水防費　　　　　　　 （単位：円）

水防組合負担金事業 1,692,700 （目的）久喜市、幸手市、杉戸町、春日部市及び五霞町と共同で運営することにより、水防力の充実や事 346

（消防防災課） 　　　務の効率化等を図ります。

（対象）利根川栗橋流域水防事務組合

（手段）運営経費負担金を支払いました。

（成果）水防に関する事務を共同処理することで、水防力の充実や効率的な水防業務が運営できました。

（款）9 消防費　　　（項）1 消防費　　　（目）5 災害対策費　　　　　　　 （単位：円）

防災訓練事業 2,768,987 （目的）防災訓練を実施することにより、市民、関係機関及び市職員等が、防災対策の必要性を改めて認 348

（消防防災課、菖 　　　識し、技術の習得や意識の高揚を図ります。

蒲市民課、栗橋

市民課、鷲宮市 （対象）市民、関係機関及び市職員等（参加人員1,362人）

民課） 　　　　（久喜地区　986人、菖蒲地区　中止、栗橋地区　376人、鷲宮地区　中止）

（手段）市民、関係機関及び市職員等の参加を得て防災訓練を実施しました。

開催日：平成25年9月7日（土）

会　場：久喜地区　総合運動公園

（成果）災害時における心構えや行動を体得することができ、また、防災意識の高揚・啓発を図ることが

　　　できました。

決算書の
ページ

事 　業 　名
（所 　管　 課）

支　出　済　額 事　　　　　業　　　　　の　　　　　成　　　　　果
決算書の
ページ

        鷲宮地区　中止

        菖蒲地区　中止　　　

  　    栗橋地区　栗橋いきいき活動センターしずか館

事 　業 　名
（所 　管　 課）

支　出　済　額 事　　　　　業　　　　　の　　　　　成　　　　　果
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防災体制整備事業 18,691,827 （目的）ハード面（施設管理等）及びソフト面（研修会等）の両面から防災体制の整備を図ります。 348

（消防防災課、菖

蒲市民課、栗橋 （対象）市民及び防災関係施設

市民課、鷲宮市

民課） （手段）施設の整備・維持管理及び研修会を実施しました。また、防災ハザードマップを作成するため

      の業務を委託しました。

（単位：円）

　　・自主防災組織防災研修会（参加人員331人）

開催日：平成26年3月2日（日）

会　場：菖蒲文化会館（アミーゴ）大ホール

・業務委託

（成果）・防災行政無線等の適切な運用を図ることができました。

　　　　・自主防災組織防災研修会を実施し、地域防災力の向上を図ることができました。

　　　　・防災ハザードマップ作成に伴う準備ができました。

　　　　　なお、国、埼玉県の想定地震、被害想定の公表が遅れ、年度内完了が困難のため、

　　　　　10,800,000円を繰越明許費により平成26年度予算に繰り越しました。

防災行政無線（固定系）保守点検業務委託料 10,710,000

無線局定期検査認定点検業務委託料 85,500

区　　分 内　　容 金　額

施設の整備・維持管理
防災行政無線電気料 1,764,327

防災行政無線回線使用料 416,403

衛星携帯電話・災害用通信機器（ＰＨＳ）電話料 362,695

防災用デジタルＭＣＡ無線情報通信料 567,000

防災行政無線修繕料等 3,969,683

事 　業 　名
（所 　管　 課）

支　出　済　額 事　　　　　業　　　　　の　　　　　成　　　　　果
決算書の
ページ

業　　務　　名 期　　　　　間 金　額

防災ハザードマップ作成業務委託 H26.2.4  ～  H27.3.20 10,800,000



防災行政無線整備事業 14,545,650 （目的）防災行政無線（固定系）及び防災行政無線（移動系）を整備し、防災体制の強化を図ります。 350

（消防防災課、菖 　

蒲市民課、栗橋 （対象）市民及び防災関係施設

市民課、鷲宮市

民課） （手段）無線設備及び施設の整備を実施しました。

（単位：円）

（成果）災害時における防災行政無線の充実を図ることができました。

自主防災組織育成事 8,494,200 （目的）防災組織の設立や防災資機材等の購入、防災訓練を実施する自主防災組織に補助金を交付し、市 350

業 　　　民の防災意識の高揚及び自主防災活動の充実を図ります。

（消防防災課）

（対象）自主防災組織

（手段）申請のあった自主防災組織へ補助金を交付しました。

（単位：円）

（成果）自主防災組織の設立促進や災害時における防災資機材の充実、防災活動の向上を図ることができ

　　　ました。

防災備蓄品整備事業 8,087,625 （目的）災害時における避難住民の生活を確保するため、災害用の食料品の備蓄及び防災資機材を整備し 350

（消防防災課） 　　　ます。

（対象）避難住民

（手段）災害用の食料品の備蓄及び防災資機材を整備しました。

6,890,000

訓練実施補助金 48 1,494,700

区　　分 内　　容 金　額

設立補助金 6 109,500

防災資機材購入補助金 78

5,250,000
防災行政無線（移動系）撤去工事 1,425,900

防災行政無線（移動系）設備の整備 防災用デジタルＭＣＡ無線機の購入 7,869,750

補助金内訳 申請団体数 交付金額

施設の整備
防災行政無線屋外子局設置工事
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（単位：円）

（成果）災害時における避難住民の生活を確保するため、災害用の食料品の備蓄及び防災資機材の整備を

　　　図ることができました。

防災倉庫建設事業 5,890,500 （目的）災害時における避難住民の物資を確保するため、指定避難所の敷地内に防災倉庫を建設します。 350

（消防防災課・栗

橋市民課） （対象）指定避難所

（手段）江面第一小学校及び栗橋南小学校に防災倉庫を建設しました。

（単位：円）

（成果）防災倉庫の建設により、災害時における避難住民の物資の確保が可能となりました。

金　額

非常食・飲料

アルファ米 13,000食

5,022,360
おかゆ 3,000食

クラッカー

防災倉庫建設工事
江面第一小学校及び栗橋南小学校
各１基（9.6㎡）

5,596,500

3,065,265

防災用かまどセット

区　　分 事 業 内 容 金　額

簡易間仕切り等 36枚

防水シート他

防災資機材

防雨型コードリール 33個

設計業務委託 防災倉庫建設工事設計業務委託料 294,000

8式

レスキューセット 6式

簡易トイレ 10個

4,200食

粉ミルク 100缶

保存水 1,344㍑

区　　分 備蓄品名 整備数量

事 　業 　名
（所 　管　 課）

支　出　済　額 事　　　　　業　　　　　の　　　　　成　　　　　果
決算書の
ページ
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